
１ 　 第 7 6 9 1 号 　 2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） １ １ 月 ２ 日 ㈯

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

木 村 緑 平 （ 木 村 緑 平 顕 彰 会 所 蔵 ）

口 市 で 、 そ の

1週 間 後 の

1 7日  （ 日 ）  に は 柳 川 市 で 上
演 す る 。　

俳 人 ・ 木 村 緑 平 は 、 １
８ ８ ８ 年 （ 明 治

2 1年 ） に

現 在 の 柳 川 市 に 生 ま れた 。 中 学 伝 習 館 在 学 中 に俳 句 を 始 め 、 長 崎 医 学 専門 学 校 在 学 中 に 自 由 律 俳誌 「 層 雲 」 に 投 稿 す る よう に 。 卒 業 後 の １ ９ １ ４年 （ 大 正 ３ 年 ） か ら 三 井三 池 鉱 業 所 病 院 （ 大 牟田 ） に 勤 め 、 そ の 時 期 に「 層 雲 」 を 通 じ て 山 頭 火と 出 会 い 、 以 後 生 涯 山 頭火 を 支 え 続 け た 。

2 6年

（ 大 正

1 5年 ） に 故 郷 に 病

院 を 開 業 す る が 、 わ ず か

９ カ 月 で 閉 院 。 明 治 鉱 業所 豊 国 炭 鉱 中 央 病 院 （ のち 赤 池 炭 鉱 病 院 ） に 再 就職 し 、 筑 豊 で 暮 ら し た 。
4 2年 （ 昭 和

1 7年 ） に 同 病

院 を 退 職 。 故 郷 ・ 柳 川 に戻 っ た 。 亡 く な っ た の は
6 8年 （ 昭 和

4 3年 ）  。 多 く

の 句 を 詠 ん だ が 、 ス ズ メを 詠 ん だ 句 が 特 に 多 い ため 「 す ず め の 俳 人 」 と も呼 ば れ て い る 。　
台 本 を 書 い た 同 会 の 福

島 久 嘉 さ ん は 「 炭 鉱 医 を辞 め て 故 郷 で 自 分 の 病 院を 開 こ う と す る 緑 平 と 、僧 侶 と な っ て 大 自 然 の 中に 踏 み 込 ん で 本 格 的 な 行

ぎ ょ う

乞 こ つ

の 旅 に 出 発 す る 山 頭
火 。 ２ 人 の 人 生 は 、 戦 争の 時 代 を 迎 え て 、 荒 浪 に漂 う 小 舟 の よ う に 激 し く揺 り 動 か さ れ た 。 柳 川 の皆 さ ん に よ る ご 教 示 に よっ て 、 密 度 の 濃 い 舞 台 にな っ た と 思 う 。 ２ 人 の『 心 友 』 像 が く っ き り と描 き 出 さ れ る よ う 、 心 を込 め て 演 じ る 」 と 話 し 、来 場 を 呼 び か け て い る 。　

会 場 に は 、 木 村 緑 平 の
句 と 生 涯 を 顕 彰 す る 展 示

　
朗 読 劇 「 緑 平 さ ん と 山

頭 火 」 が 、

1 0日  （ 日 ）  午 後

２ 時 か ら 、 山 口 市 民 会 館小 ホ ー ル で 上 演 さ れ る 。主 催 は 「 市 民 の 郷 土 へ の誇 り を 高 め よ う 」 と 活 動を 続 け て い る 「 明 日 を 紡ぐ 大 地 の 会 」  （ 福 島 光 子代 表 ）  。　
同 会 は 、 ２ ０ ２ ２ 年 の

５ 月 と

1 1月 に 、 朗 読 劇

「 い の ち の 道 し る べ

－

種

田 山 頭 火 の 世 界 」 を 、前 ・ 後 編 に 分 け て 上 演 した 。 そ の ス テ ー ジ を 、 福岡 県 柳 川 市 に あ る 「 木 村緑 平 顕 彰 会 」 の メ ン バ ーが 観 賞 。  「 山 頭 火 を 物 心両 面 で 支 援 し 続 け た 緑 平の ふ る さ と で あ る 柳 川 市で も 、 ぜ ひ 公 演 を 」 と の要 望 を 受 け た こ と か ら 、両 会 の 交 流 が ス タ ー ト した 。 大 地 の 会 メ ン バ ーは 、 何 度 か 山 口 か ら 現 地に 足 を 運 び 、 緑 平 の 生 い立 ち 、 生 活 、 俳 句 創 作 の足 跡 等 に つ い て あ ら た めて 研 究 。

2 2年 の 内 容 か ら

緑 平 と 山 頭 火 の 友 情 部 分を 大 幅 に 加 筆 し 、 そ の「 心 友 」 ぶ り を 一 層 深 く描 き 出 し た 朗 読 劇 「 緑 平さ ん と 山 頭 火 」 を 完 成 させ た 。 そ し て 、

1 0日 に 山

物 も 並 べ ら れ る 。 入 場 料は １ ０ ０ ０ 円 。 前 売 り 券は 、 山 口 市 民 会 館 、 Ｃ ・Ｓ 赤 れ ん が 、 Ｙ Ｃ Ａ Ｍ など で 販 売 中 。 問 い 合 わ せは 同 会 （

☎
０ ８ ３

－

９ ２

１

－ ２ ４ ７ ６ ） へ 。

　
な お 、 同 会 は 来 年 ９ 月

で 大 型 公 演 に 幕 を 下 ろ すこ と を 決 め た た め 、 本 公演 は 、  「 ラ ス 前 」 公 演 とな る 。

1 0日 に 山 口 、

1 7日 に は 柳 川 で 上 演

朗 読 劇

「 緑 平 さ ん と 山 頭 火 」

1 0 日

す る 説 が あ り ま す 。　
生 息 地 の 環 境 の 変 化 を 受

け て 個 体 数 が 減 少 し て おり 、 絶 滅 危 惧 Ⅰ Ｂ 類 と 高 いラ ン ク に 位 置 づ け ら れ て いま す 。 山 口 湾 周 辺 で は チ ュウ ヒ が 観 察 で き る 広 い 草 地や 農 耕 地 が あ り ま す が 、 その よ う な 環 境 は 貴 重 に な って い る と い え ま す 。

　
チ ュ ウ ヒ は 全 体 が 褐 色

で 、 ヨ シ 原 や 草 原 、 農 耕地 に 生 息 す る タ カ の 仲 間で す 。 主 な 餌 は ネ ズ ミ や小 鳥 な ど 。 翼 を 少 し 上げ 、 浅 い Ｖ 字 に 見 え る 体勢 で 草 地 の 上 を 滑 翔 し 、獲 物 を 見 つ け る と 宙 返 りす る よ う に 向 き を 変 え 、急 降 下 し て 捕 ら え ま す 。漢 字 で は 「 宙 飛 」 と 書き 、 獲 物 を 狙 う 際 の 行 動が 名 前 の 由 来 に な っ た と

6 8

チ ュ ウ ヒ

タ カ 目 　 タ カ 科
［ 全 長 ］ 　 オ ス 4 8 c m メ ス 5 8 c m
［ 時 期 ］ 　 越 冬 の た め に 渡 っ て 来 る 冬 鳥

新 光 産 業 き ら ら 浜 自 然 観 察 公 園�

寺 本

　
明 広



2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） １ １ 月 ２ 日 ㈯ 　 ２ サ ン デ ー 山 口

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

 １ 行 記 事　 き ょ う ２ 日 と あ す ３ 日 、 山 口 市 民 文 化 祭 が 山 口 市 民 会 館 で 開 催 さ れ る 。 山 口 文 化 協 会 に 加 盟 す る さ ま ざ ま な 団 体 に よ る 発 表 を 、 一 つ の 会 場 で 鑑 賞 で き る 。

快 適 な 夜 の た め に

う か し ら 。 じ ゃ が 芋 を 剥 き ま し ょ う 。食 事 が す め ば 自 由 時 間 で す 。 夜 は ベ ッド の 上 で 彼 ら が 待 っ て い ま す 。　
古 今 東 西 の 名 作 小 説 は 、 や や こ し い

の で 理 解 す る の に 頭 は 熱 を も ち ま す 。折 角 の 秋 、 そ ん な も の は 読 み た く ない 。 面 白 い 本 が 読 み た い 。 よ っ て ベ ッド で 読 む の は 、 池 波 正 太 郎 の 本 で す 。　
捕 り 物 が 好 き ！

　
数 多 の 小 説 の 中 で

彼 の 作 品 に 惹 か れ る の は 何 故 か ？　
池 波 氏 は 、 陽 だ 。 明 る い 。 解 説 に よ

れ ば 「 善 と 悪 、 富 と 貧 、 男 と 女 、 複 眼的 な 相 対 感 覚 。 酸 い も 甘 い も 熟 知 し て

　
秋 ら し く な り ま し た ね 。

夕 食 は な ん に し ま し ょ うか 。 肉 じ ゃ が 、 な ん ぞ は ど

い る 大 人 の 視 線 、 円 熟 し た ま な ざし 」  。 こ れ は 私 が 幼 い 時 に 大 人 の 膝の 上 に 抱 か れ た 時 に 感 じ た も の だ 。私 の お 尻 の 下 は 彼 ら の 体 温 で ぽ か ぽか 。 お 化 け が 来 て も 何 が 襲 っ て き ても 私 は 安 泰 な の だ 。 身 体 の 底 に 残 って い る 幼 い 時 の あ の 安 心 の 感 覚 。　
秋 の 夜 長 、 嫌 な こ と が あ っ た 日 、

ま た 、 楽 し い 日 の 終 わ り に も 池 波 氏の 小 説 を 読 ま れ る の を お 勧 め す る 。　
私 の 今 夜 の お 供 は 「 鬼 平 犯 科

帳 」  。 読 み 始 め る と す ぐ に 、 小 さ な平 蔵 が 私 の 腹 に 飛 び 乗 る 。 私 が 、 早く 行 け 、 と 目 で 合 図 す る と 頷 き 周 囲を 警 戒 し な が ら 本 の 中 に 入 り 盗 賊 と闘 う の で す 。 次 に 密 偵 五 郎 蔵 、 お まさ 、 彦 十 が 身 を 低 く し て 私 の 足 を 駆け 上 る 。

© 2 0 2 4 映 画 『 ラ ス ト マ イ ル 』 製 作 委 員 会

　
テ レ ビ ド ラ マ 「 ア ン ナ

チ ュ ラ ル 」  （ ２ ０ １ ８年 ）  、  「 Ｍ Ｉ Ｕ ４ ０ ４ 」
（

2 0年 ） と 同 じ 世 界 を 舞

台 に し た 映 画 「 ラ ス ト マイ ル 」  （

2 4年 ） が 、

1 6日

（ 土 ）  に 山 口 市 民 会 館 （ 山
口 市 中 央 ２ ） で 上 映 さ れる 。　

監 督 ・ 塚 原 あ ゆ 子 と 脚
本 家 ・ 野 木 亜 紀 子 が 、 過去 ２ 作 品 同 様 に タ ッ グ を組 ん だ 。 主 題 歌 も 、 同 様

に 米 津 玄 師 が 担 当 。 ギ ャラ ク シ ー 賞 や 放 送 文 化 基金 賞 な ど を 受 け た 「 最 強チ ー ム 」 が 送 り 出 し た 、社 会 が 抱 え る 問 題 点 も 浮き 彫 り に し た サ ス ペ ン ス映 画 だ 。　

1 1月 、 流 通 業 界 最 大 の

イ ベ ン ト の 一 つ 「 ブ ラ ック フ ラ イ デ ー 」 の 前 夜 、世 界 規 模 の シ ョ ッ ピ ン グサ イ ト の 関 東 セ ン タ ー から 配 送 さ れ た 段 ボ ー ル 箱

が 爆 発 す る 事 件が 発 生 し た 。 やが て そ れ は 、 日本 中 を 恐 怖 に 陥れ る 謎 の 連 続 爆破 事 件 へ と 発 展す る 。 関 東 セ ンタ ー 長 に 着 任 した ば か り の 舟 渡エ レ ナ （ 満 島 ひか り ） は 、 チ ーム マ ネ ジ ャ ー の

梨 本 孔 （ 岡 田 将 生 ） と とも に 未 曽 有 の 事 態 の 収 拾に あ た る が … 。　
主 演 の ２ 人 に 加 え 、 阿

部 サ ダ ヲ や デ ィ ー ン ・ フジ オ カ が 出 演 。 さ ら に
「 ア ン ナ チ ュ ラ ル 」 か ら

大 倉 孝 二 、 石 原 さ と み 、井 浦 新 、 窪 田 正 孝 ら が 、
「 Ｍ Ｉ Ｕ ４ ０ ４ 」 か ら 酒

向 芳 、 綾 野 剛 、 星 野 源 らが 再 集 結 し て い る 。　
上 映 会 を 企 画 し た 同 館

の 西 村 真 治 主 任 は 「 監督 、 脚 本 、 主 題 歌 、 出 演俳 優 、 み な 豪 華 。 そ して 、 作 品 全 体 の ス ピ ー ド感 や 、 現 代 社 会 を 支 え てい る シ ス テ ム が 抱 え て いる 問 題 へ の 切 り 込 み 方 など 、 し っ か り 作 り こ ま れた 良 い 作 品 だ と 思 う 」 と話 し て い る 。　
上 映 は 、 午 前

1 0時 か ら

午 後 ０ 時

1 0分 ま で と 、 午

後 ２ 時 か ら ４ 時

1 0分 ま で

の ２ 回 。 前 売 り 券 は 、 一般 １ ５ ０ ０ 円 、

6 0歳 以 上

の シ ニ ア と ａ ｎ ｙ 会 員 は１ ２ ０ ０ 円 、 学 生 ８ ０ ０円 。 同 館 、 Ｙ Ｃ Ａ Ｍ 、 ロー ソ ン チ ケ ッ ト （ Ｌ コ ード

：

６ ３ ０ ６ ６ ） で 購 入

で き る 。 当 日 券 は そ れ ぞれ 、 １ ８ ０ ０ 円 、 １ ５ ００ 円 、 １ ０ ０ ０ 円 に なる 。 未 就 学 児 は 入 場 不可 。 問 い 合 わ せ は 同 館（
☎
０ ８ ３

－

９ ２ ３

－

１

　
「 未 来 を 変 え る 買 い 物

講 座 」 が 、 ９ 日 午 前

1 0時

か ら

1 1時 半 ま で 、 コ ー プ

こ こ と い ず み 店 （ 山 口 市泉 町 ９ ） で 開 か れ る 。 定員 は

2 0人 で 、 参 加 は 無

料 。　
消 費 （ 買 い 物 ） 行 動

は 、  「 社 会 へ の 投 票 」 だと 言 わ れ て い る 。 Ｓ Ｄ Ｇｓ を 達 成 す る た め に も 、わ れ わ れ 一 人 一 人 が 「 エシ カ ル （ 倫 理 的 ） 消 費
（ 人 や 社 会 、 環 境 に 配 慮

し た 消 費 行 動 ）  」 を 心 掛け る こ と が 重 要 だ 。　
講 師 を 務 め る の は 、 県

立 大 の 今 村 主 税 准 教 授 。環 境 に 配 慮 し た 商 品 の 選び 方 な ど に つ い て 教 え ても ら う 。 座 学 の 後 は 、 実際 に 店 舗 内 で 「 サ ス テ ナブ ル ラ ベ ル 探 し 」 を し 、
「 エ シ カ ル 消 費 」 の 知 識

を 身 に つ け る 。　
申 し 込 み ・ 問 い 合 わ せ

は 、 主 催 の 温 暖 化 と め るっ ち ゃ ネ ッ ト ワ ー ク や ま

ぐ ち （ 山 口 市 環 境 政 策 課内 、

☎
０ ８ ３

－

９ ４ １

－

２ １ ８ １ ） へ 。 応 募 フ ォー ム （ ２ 次 元 コ ー ド ） から も 可 能 。 同 会 は 「 日 常的 に 行 っ て い る 買 い 物 に『 環 境 』 と い う 視 点 を 加え 、 持 続 可 能 な ラ イ フ スタ イ ル へ の 一 歩 を 踏 み 出そ う 」 と 呼 び か け 、 親 子で の 参 加 も 歓 迎 し て いる 。 参 加 者 に は 、 エ シ カル 商 品 も プ レ ゼ ン ト さ れる 。 申 込 締 め 切 り は 、 ５

　
日 本 Ｆ

Ｐ （ フ ァイ ナ ン シャ ル ・ プラ ン ナー ） 協 会山 口 支 部に よ る 催し 「 Ｆ Ｐと 始 め よう
　
こ れ

か ら の 資産 形 成 」が 、 ９ 日

（ 土 ）  午 前

1 0時 か ら 午 後 ４

時 ま で 、 防 府 市 地 域 協 働支 援 セ ン タ ー （ 防 府 市 栄町 １ 、 ル ル サ ス 防 府 ２階 ） で 開 か れ る 。 午 前

1 0

時 か ら 正 午 に か け て パ ネル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 、 午後 １ 時 か ら は 三 つ の ミ ニセ ミ ナ ー が 開 か れ る 。 定員 は い ず れ も

5 0人 。

　
最 初 の パ ネ ル デ ィ ス カ

ッ シ ョ ン は 、  「 新 Ｎ Ｉ ＳＡ を 活 用 し た 資 産 形 成 と出 口 戦 略 を 考 え る 」 が テー マ 。 ３ 人 の Ｆ Ｐ が 登 壇す る 。

　
続 く ミ ニ セ ミ ナ ー は 、

午 後 １ 時 か ら 「 ま だ ま だ間 に 合 う 新 Ｎ Ｉ Ｓ Ａ 〜 知っ て お き た い 銘 柄 選 び のポ イ ン ト 」  、 午 後 ２ 時 から 「 ２ ０ ２ ４ 年 法 改 正 で変 わ る 相 続 と 贈 与 の ポ イン ト 〜 新 し い 生 前 贈 与 ・実 家 の 空 き 家 問 題 等 」  、午 後 ３ 時 か ら 「 超 え る とど う な る ？ 「 年 収 の 壁 」〜 新 基 準 の 社 会 保 険 の ギモ ン を 解 消 ！ 」 の 内 容 で開 催 さ れ る 。　
さ ら に 、 資 産 運 用 、 生

命 ・ 損 害 保 険 、 住 宅 ロ ーン 、 教 育 資 金 、 相 続 、 年金 、 介 護 な ど 、  〝 お 金 〞に 関 す る 全 般 を 相 談 で きる 個 別 相 談 会 も 実 施 さ れる 。　
す べ て 参 加 は 無 料 だ

が 、 同 支 部 へ の 事 前 申 し込 み が 必 要 だ 。 セ ミ ナ ーは 、 い ず れ か 一 つ だ け の聴 講 も 可 能 。 申 し 込 み 方法 な ど 詳 細 は 、 ウ ェ ブ サイ ト （

https://
w

w
w.jafp.

or.jp/shibu/ya
maguchi

）

を 参 照 の こ と 。

希 望 者 は 「 身 近 で あ っ た 楽 し い 出 来 事 ・
話 題 」 （ 匿 名 で の 紙 面 紹 介 あ り ） 、 氏 名 、
郵 便 番 号 、 住 所 、 年 代 、 電 話 番 号 、 メ ー
ル ア ド レ ス 、 希 望 鑑 賞 時 間 を 明 記 し 、 は
が き （ 宛 先 は 題 字 横 参 照 ） ま た は 応 募 フ
ォ ー ム で サ ン デ ー 山 口 「 ラ ス ト マ イ ル 」
係 へ 。 ９ 日 （ 土 ） 必 着 。 当 選 者 の 発 表 は 、
商 品 の 発 送 を も っ て 代 え さ せ て い た だ き ま す 。

読  者  プ  レ  ゼ  ン ト

招 待 券 ペ ア ５ 組

応  募  フ ォ ー  ム

応  募  フ ォ ー  ム

０ ０ ０ ）へ 。

日  （ 火 ）  。

「 ア  ン  ナ チ  ュ  ラ  ル 」  「 Ｍ  Ｉ  Ｕ  ４  ０  ４ 」  と  つ  な が る 世 界

映 画  「 ラ ス ト マ イ ル 」  が 山 口 市 民 会 館 で 上 映

２ ８ 日

Ｆ Ｐ 協 会 山 口 支 部 が 開 催

「 始 め よ う 　 こ れ か ら の 資 産 形 成 」９ 日

店 内 で  「 サ  ス  テ ナ ブ  ル  ラ  ベ  ル 探 し 」
「 未 来 を 変 え る 買 い 物 講 座 」９ 日

　
こ こ ま で 闘 っ て き た Ｊ

２ リ ー グ も 、 残 り ２ 試 合と な り ま し た 。 昨 シ ー ズン は 非 常 に 苦 戦 し 、 残 留争 い に 巻 き 込 ま れ て し まい ま し た が 、 今 シ ー ズ ンは 上 位 争 い を 演 じ 、 最 高順 位 は ４ 位 。 昨 年 に 比 べる と 躍 進 で き た 年 に す るこ と が で き て い ま す 。　
そ ん な チ ー ム で す が 、

こ の メ ン バ ー で 戦 え る のも 残 り ２ 試 合 と な り ま した 。 そ し て 、 ホ ー ム で の試 合 は

1 1月

1 0日 の 最 終

節 、 横 浜 Ｆ Ｃ 戦 の み と なり ま す 。 相 手 は 優 勝 争 いを し て い る 強 敵 と な り ます が 、 ぜ ひ み ら ス タ で 、今 シ ー ズ ン の 躍 進 を 支 えた 選 手 た ち へ の 後 押 し をお 願 い し ま す ！



サ ン デ ー 山 口３ 　 2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） １ １ 月 ２ 日 ㈯

Ｑ ． 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル スワ ク チ ン の 効 果 に つ い て教 え て く だ さ い 。Ａ ．

今 年 、 当 院 で は

6 5歳

以 上 の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ルス 発 症 者 数 が イ ン フ ル エン ザ の ５ 倍 以 上 い ま した 。 コ ロ ナ ワ ク チ ン 接 種回 数 ６ 回 以 下 の 人 で は

3 9

度 、

4 0度 の 発 熱 が ３ 日 続

い た 人 が い ま し た 。 ７ 回接 種 し た 人 は す べ て 軽 症で 、 検 査 が 陽 性 で も 発 熱の な い 人 が 何 人 も い ま した 。

　 　

　
今 年 春 の ワ ク チ ン 接 種

は な か っ た た め に 、 全 国の

6 5歳 以 上 の 新 型 コ ロ ナ

ウ イ ル ス 発 症 者 数 は 夏 には 冬 の 約 ２ 倍 に 増 加 し まし た 。 一 方 、

2 0歳 以 下 で

は 集 団 免 疫 獲 得 が 進 ん で夏 の 発 症 者 数 は 冬 よ り もや や 減 少 し ま し た 。　

6 5歳 以 上 で は 新 型 コ ロ

ナ ウ イ ル ス 感 染 者 は イ ンフ ル エ ン ザ の ５ 倍 以 上 と推 測 さ れ ま す 。 ま た 、 新型 コ ロ ナ ウ イ ル ス ワ ク チン 接 種 を 行 う と 発 症 者 が半 減 し 、 た と え 発 症 し ても ほ と ん ど 軽 症 で 済 ん でい ま す 。

6 5歳 以 上 で は ２

１ ０ ０ 円 で ワ ク チ ン 接 種が で き ま す 。 昨 年 の 冬 の新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 流 行は

1 1月 末 頃 か ら 始 ま っ て

い ま す の で 、

6 5歳 以 上 の

方 に は

1 1月 中 の 接 種 を お

勧 め し ま す 。

前 田

 敏 明

 院 長

ま え だ 循 環 器 内 科Ｔ Ｅ Ｌ ０ ８ ３

－

９ ２ １

－
７ ７ ２ ２

 １ 行 記 事　 あ す ３ 日 午 前 ９ 時 か ら 午 後 ３ 時 ま で 「 オ ー ガ ニ ッ ク ＆ ナ チ ュ ラ ル ラ イ フ 　 ガ ー デ ン フ ェ ア 」 が 山 口 市 中 央 公 園 で 。 ８ ０ ブ ー ス 以 上 が 出 店 す る 。 荒 天 中 止 。

Ｋ ｙ ｕ ｓ ｈ ｕ 　 ｙ ｏ ｕ ｎ ｇ 　 ｇ ｕ ｎ ｚ

　
今 年 の パ リ オ リ ン ピ ッ

ク で も 正 式 競 技 と し て 開催 さ れ た ブ レ イ キ ン の 大会 が 、 ３ 日 正 午 か ら 午 後６ 時 ま で 開 催 さ れ る 。 主催 は 、 同 施 設 の 管 理 運 営を 担 っ て い る 県 施 設 管 理財 団 ︵

☎
０ ８ ３

－
９ ２ ２

－

３ ７ １ ２ ︶ と 県 ス ト リ
ー ト カ ル チ ャ ー 協 会 。　 ﹁ Ｕ

－
1 5　
Ｓ Ｏ Ｌ Ｏ バ

ト ル ﹂ と ﹁ ３ ｏ ｎ ３ バ トル ﹂ の ２ 種 目 で 競 わ れる 。 前 者 は

1 5歳 以 下 の 個

人 競 技 で 、

4 2人 が エ ン ト

リ ー 。 後 者 は ３ 人 一 組 のチ ー ム に よ る ダ ン ス バ トル で 、

1 9チ ー ム が エ ン ト

リ ー 。 中 四 国 ・ 九 州 地 方を 中 心 に 、 全 国 各 地 か ら参 戦 す る 。 ま た 、 今 年

1 0

月 に フ ラ ン ス で 開 催 さ れた 世 界 大 会 ﹁ Ｂ Ａ Ｔ Ｔ ＬＥ
　
Ｐ Ｒ Ｏ

　
２ ０ ２ ４ ﹂

で 優 勝 し た ﹁ Ｋ ｙ ｕ ｓ ｈｕ
　
ｙ ｏ ｕ ｎ ｇ

　
ｇ ｕ ｎ

ｚ ﹂ の Ｓ Ｏ

－

Ｔ Ａ 、 Ａ Ｉ

Ｋ Ｉ 、 Ｓ Ｈ Ｏ Ｎ Ｏ Ｓ Ｕ ＫＥ の ３ 人 が 特 別 ゲ ス ト に招 か れ 、  ﹁ ３ ｏ ｎ ３ バ ト

ル ﹂ に シ ー ド 参 加 す る 。　
審 査 員 ︵ ジ ャ ッ ジ ︶ を

務 め る の は 、 Ｋ Ａ Ｋ Ｕ 、ｙ ｏ ｓ ｈ

　
ｉ ｓ

　
ｓ ｔ ｏ

ｉ ｃ 、 陸 上 、 Ｌ Ｉ Ｌ

　
Ｏ

Ｓ Ｓ Ａ 、 Ｍ ｉ Ｍ ｚ の ５人 。 Ｄ Ｊ は Ｓ Ｉ Ｎ Ｓ Ｋ ８と ｔ ａ ｔ ｓ ｕ ｊ ｏ ｎ 、 ＭＣ は バ ハ ム ー ト と Ｐ Ｕ
－

Ｓ Ｋ ８ が 担 当 す る 。　
当 日 の ス ケ ジ ュ ー ル

は 、  ﹁ Ｕ

－

1 5予 選 ﹂  ︵ 正 午

～ 午 後 １ 時 ︶  、  ﹁ Ｄ Ｊ

　
Ｔ

Ｉ Ｍ Ｅ ﹂  ︵ １ 時 ～ １ 時

2 0

分 ︶  、  ﹁ ３ ｏ ｎ ３ 予 選 ﹂︵ １ 時

2 0分 ～ ２ 時

1 0分 ︶  、

﹁ Ｄ Ｊ

　
Ｔ Ｉ Ｍ Ｅ ﹂  ︵ ２ 時

1 0分 ～ ２ 時

4 0分 ︶  、  ﹁ ジ ャ

ッ ジ ム ー ブ ﹂  ︵ ２ 時

4 0分

～ ２ 時

5 0分 ︶  、  ﹁ Ｕ

－

1 5・

３ ｏ ｎ ３ ベ ス ト

1 6﹂  ︵ ２

時

5 0分 ～ ３ 時

5 0分 ︶  、  ﹁ Ｕ

－

1 5・ ３ ｏ ｎ ３ ベ ス ト

8﹂  ︵ ３ 時

5 0分 ～ ４ 時

半 ︶  、  ﹁ Ｕ

－

1 5・ ３ ｏ ｎ ３

準 決 勝 ﹂  ︵ ４ 時 半 ～ ５時 ︶  、  ﹁ Ｄ Ｊ

　
Ｔ Ｉ Ｍ Ｅ ﹂

︵ ５ 時 ～ ５ 時

1 0分 ︶  、  ﹁ Ｕ

－

1 5・ ３ ｏ ｎ ３ 決 勝 ﹂

︵ ５ 時

1 0分 ～ ５ 時 半 ︶  、

﹁ 表 彰 ・ ジ ャ ッ ジ 総 評 ﹂︵ ５ 時 半 ～ ６ 時 ︶  。　
﹁ ダ ン ス の 練 習 で も 活

用 さ れ て い る 野 外 音 楽 堂で 、 ぜ ひ 迫 力 あ る ダ ン スバ ト ル を 観 戦 し て も ら いた い 。 ま た 、 ビ ッ グ シ ェル の 活 用 方 法 の 一 つ と し

　
県 立 大 吹 奏 楽 団 Ｂ Ｌ Ａ

Ｚ Ｅ に よ る ﹁ Ａ ｕ ｔ ｕ ｍｎ
　
Ｃ ｏ ｎ ｃ ｅ ｒ ｔ ﹂

が 、 ４ 日 午 後 ３ 時 か ら 開か れ る 。  ﹁ こ れ ま で ﹃ ビッ グ シ ェ ル 演 奏 会 ﹄ に 出た こ と の な い 団 体 に 出 演し て ほ し い ﹂ と 同 財 団 が呼 び 掛 け 、 快 諾 さ れ た 。　
Ｂ Ｌ Ａ Ｚ Ｅ は 、  ﹁ 学 内

の 音 楽 文 化 を 創 造 す る とと も に 、 音 楽 で 大 学 と 地域 の つ な が り を 持 つ ﹂ こと を 目 的 に 、 ２ ０ ０ ３ 年５ 月 に 創 部 。 今 年 、

2 0周

年 を 迎 え た 。 こ の 日 は 、
4 4人 の 団 員 が ス テ ー ジ に

上 が る 。　
コ ン サ ー ト は ３ 部 構

成 。 第 １ 部 は ﹁ ク ラ シ ック ス テ ー ジ ﹂ で 、  ﹁ 虹 色の 未 来 へ ﹂  ﹁ ペ ド ロ の 奇跡 の 夜 ﹂ な ど が 奏 で ら れる 。 第 ２ 部 は ﹁ ア ン サ ンブ ル ス テ ー ジ ﹂ で 、 ６ チー ム に 分 か れ て ﹁ 風 に なり た い ﹂  ﹁ 銀 河 ﹂ な ど が披 露 。 そ し て 、 第 ３ 部 の﹁ ポ ピ ュ ラ ー ス テ ー ジ ﹂に は 、 同 大 の コ ー ラ ス サー ク ル Ｓ Ｏ Ｇ ︵

1 1人 ︶ も

出 演 。  ﹁ Ｍ ｅ ｌ ａ ！ ﹂  ﹁ イン フ ル エ ン サ ー ﹂ な ど が演 奏 さ れ る 。

　
維 新 百 年 記 念 公 園 ︵ 山 口 市 維 新 公 園 ３ ︶ の 野 外 音 楽 堂 ︵ ビ ッ グ シ ェ

ル ︶ で 、 あ す ３ 日 と 振 替 休 日 の ４ 日 に 、 ど ち ら も 初 開 催 の イ ベ ン ト が 催さ れ る 。 同 施 設 は １ ９ ９ ４ 年 ８ 月 の 完 成 。 今 年 竣 工

3 0周 年 を 迎 え た こ と

か ら ﹁ こ れ ま で に 開 催 し た こ と の な い イ ベ ン ト を ﹂ と 企 画 さ れ た 。 ど ちら も 入 場 は 無 料 で 、 噴 水 前 広 場 が 来 場 者 向 け 駐 車 場 と し て 開 放 さ れ る 。ビ  ッ  グ シ  ェ  ル  で 初 開 催 イ  ベ  ン  トブ レ イ キ ン バ ト ル と Ｂ Ｌ Ａ Ｚ Ｅ 演 奏 会
あ す ・ あ  さ  っ  て

ブ レ イ キ ン バ ト ル

Ｂ Ｌ Ａ Ｚ Ｅ 演 奏 会

　
山 口 市

は 、 景 観へ の 市 民意 識 を 高め る こ とで 良 好 な景 観 形 成を 推 進 しよ う と 、２ ０ １ ３年 か ら コン テ ス ト
﹁ 山 口 市

景 観 賞 ﹂を 毎 年 開

催 し て い る 。 第 １ 回 か ら３ 回 ま で と ６ 回 、 ８ 回 、
1 0回 は ﹁ 写 真 ﹂  、 第 ４ 回

と

1 1回 は ﹁ 建 築 物 ﹂  、 第

５ 回 と ９ 回 は ﹁ 活 動 ﹂  、第 ７ 回 は ﹁ 広 告 物 ﹂ の ジャ ン ル で 募 集 。

1 2回 目 と

な る 今 年 は 、 写 真 コ ン テス ト を 実 施 中 だ 。

　
米 紙 ニ ュ ー ヨ ー ク ・ タ

イ ム ズ が 今 年 １ 月 に 発 表し た ﹁ ２ ０ ２ ４ 年 に 行 くべ き

5 2カ 所 ﹂ の 一 つ に 山

口 市 が 選 出 さ れ た こ と を受 け 、 今 回 の 募 集 テ ー マは ﹁ 世 界 に 発 信 ！

　
山 口

市 ﹂ と し た 。  ﹁ 世 界 に 発信 し た い 、 山 口 市 の 場所 ・ モ ノ ・ コ ト 等 を 写 真に 収 め て 、 今 一 度 山 口 市の 魅 力 的 な 景 観 を 再 確 認し て ほ し い ﹂ と 主 催 者 。前 回 ︵ 第

1 0回 ︶ の 写 真 コ

ン テ ス ト に は 、 １ ０ ６ 点が 寄 せ ら れ た 。　
応 募 資 格 は 、  ﹁ 一 般 の

部 ﹂ が ﹁ 山 口 市 民 、 山 口市 を こ よ な く 愛 す る方 ﹂  。  ﹁ 小 学 生 の 部 ﹂ が
﹁ 山 口 市 内 の 小 学 生 、 山

口 市 が 大 好 き な 小 学 生 ﹂  。　
応 募 は １ 人 ３ 点 ま で 。

対 象 は 、

2 3年

1 1月

1 6日 以

降 に 、 公 共 の 場 所 な ど 誰も が 自 由 に 訪 れ る こ と がで き る 位 置 か ら 撮 影 した 、 テ ー マ に 沿 っ た 山 口市 内 の 写 真 ︵ デ ー タ ︶  。未 発 表 の も の に 限 ら れる 。　
応 募 方 法 は 、 ① 応 募 フ

ォ ー ム ② 電 子 メ ー ル ③ 郵送 ・ 持 参 の い ず れ か で 。詳 細 は 、 山 口 市 ウ ェ ブ サイ ト ︵

https://
w

w
w.city.

y
a

m
a

g
u

c
hi.l

g.j
p

/

s
os

hi
ki

/72
/121806

.

ht
ml

︶ で 確 認 で き る 。 締

め 切 り ︵ 必 着 ︶ は

1 5日

︵ 金 ︶  。　
市 民 投 票 に よ る １ 次 審

査 の 後 、 同 市 景 観 審 議 会で 各 部 門 大 賞 １ 点 ・ 入 賞５ 点 程 度 が 選 定 さ れ る 。　
問 い 合 わ せ は 、 山 口 市

都 市 計 画 課 ︵

☎
０ ８ ３

－

９ ３ ４

－ ２ ８ ３ １ ︶ へ 。

「 世 界 に 発 信 」 し た い 写 真 を 募 集 中

山 口 市 が 「 景 観 写 真 コ ン テ ス ト 」
～

1 5日

て 、 多 く の 人 に 知 っ て もら え た ら ﹂ と 主 催 者 。



2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） １ １ 月 ２ 日 ㈯ 　 ４サ ン デ ー 山 口

最 優 秀 賞 　 寺 田 瑠 璃 さ ん

山 口 税 務 署 長 賞 　 伊 藤 舞 さ ん

山 口 県 税 事 務 所 所 長 賞 　 河 野 咲 希 さ ん

山 口 法 人 会 会 長 賞 　 西 村 篤 仁 さ ん

■
中 学 生 の 税 の 作

文  ・  書 写  ・  標 語 表 彰

■  「 税 に 関 す る 絵 はが き  コ  ン  ク  ー  ル 」  表 彰

年 募 集 し て い る 。 今 回 で
1 6回 目 と な り 、

1 0月 ９ 日

の 審 査 会 で 優 秀

1 2作 品 が

選 ば れ た 。 本 年 度 の 入 賞者 は 次 の 通 り 。  （ 敬 称 略 ）
︻ 最 優 秀 賞 ︼

寺 田 瑠 璃

（ 大 殿 ）

︻ 山 口 税 務署 長 賞 ︼

伊

藤 舞 （ 白石 ）︻ 山 口 県 税事 務 所 所 長賞 ︼

河 野 咲

希 （ 大 殿 ）︻ 山 口 市 教育 委 員 会 教育 長 賞 ︼

木

原 野 々 香
（ 大 殿 ）︻ 山 口 租 税

　
公 益 社 団 法 人 山 口 法 人

会 は 、 山 口 税 務 署 管 内 の市 内 小 学 生 を 対 象 に 「 税に 関 す る 絵 は が き 」 を 毎 小 中 学 生 の 考 え る 税
コ  ン  ク ー ル  の 表 彰 者 を 紹 介

教 育 推 進 協 議 会 会 長 賞 ︼松 尾 美 希 （ 陶 ）︻ 山 口 法 人 会 会 長 賞 ︼

西

村 篤 仁 （ 井 関 ）︻ 山 口 国 税 納 税 貯 蓄 組 合連 合 会 会 長 賞 ︼

吉 冨 羽 海

（ 大 殿 ）︻ 山 口 青 色 申 告 会 会 長賞
】 古 屋 彩 花 （ 宮 野 ）

︻ 山 口 間 税 会 会 長 賞 ︼

平

本 咲 （ 白 石 ）︻ 中 国 税 理 士 会 山 口 支 部支 部 長 賞 ︼

酒 井 菜 々 （ 小

郡 南 ）︻ 山 口 法 人 会 青 年 部 会 会長 賞 ︼

山 本 あ さ ひ （ 山 大

附 属 ）︻ 山 口 法 人 会 女 性 部 会 会長 賞 ︼

村 田 聖 來 （ 佐 山 ）

　
全 国 ・ 中 国 納 税 貯 蓄 組

合 連 合 会 、 お よ び 山 口 国税 納 税 貯 蓄 組 合 連 合 会

　
国 税 庁 は 、 毎 年

1 1月

1 1日 か ら

1 7日 ま で の １ 週 間 を 「 税 を 考 え る 週 間 」

と し 、 国 民 ・ 納 税 者 に 向 け て 税 の 意 義 ・ 役 割 や 税 務 行 政 に 対 す る 知 識 と理 解 を 深 め て も ら お う と 啓 発 活 動 を 行 っ て い る 。 今 年 の テ ー マ は 昨 年 に引 き 続 き 「 こ れ か ら の 社 会 に 向 か っ て 」  。 様 々 な 要 因 に よ り 経 済 社 会 が 大き く 変 化 し て い る 中 、 日 常 生 活 と 税 の か か わ り を 理 解 し て も ら う き っ かけ に 、 と 設 定 さ れ た 。 期 間 中 は 、 小 ・ 中 ・ 高 校 生 の 作 文 ・ 書 写 ・ 絵 は がき ・ 標 語 と い っ た 「 税 に 関 す る 作 品 展 」 が 開 催 さ れ る 。 ま た 、 期 間 に 合わ せ て 国 税 庁 の ウ ェ ブ サ イ ト に は 特 設 ペ ー ジ が 設 け ら れ 、 税 に 関 す る 情報 や 国 税 庁 の 取 り 組 み な ど が 紹 介 さ れ る 。

税 を 考 え る 週 間
1 1～

1 7日

連 合 会 会 長 賞 ︼

河 村 心

暖 （ 湯 田 ）︻ 山 口 商 工 会 議 所 会 頭賞 ︼

室 屋 美 日 （ 川 西 ）

︻ 山 口 法 人 会 会 長 賞 ︼藤 田 琴 音 （ 大 内 ）︻ 山 口 青 色 申 告 会 会 長賞 ︼

山 根 千 波 （ 鴻 南 ）

︻ 山 口 間 税 会 会 長 賞 ︼金 子 絢 音 （ 潟 上 ）︻ 山 口 租 税 教 育 推 進 協議 会 会 長 賞 ︼

元 橋 朱 莉

（ 白 石 ）︻ 中 国 税 理 士 会 山 口 支部 支 部 長 賞 ︼

濱 家 帆 希

（ 小 郡 ）︻ 萩 山 口 信 用 金 庫 理 事長 賞 ︼

村 本 真 夏 （ 大

内 ）= 税 の 標 語 =︻ 山 口 税 務 署 長 賞 ︼

吉

田 愛 桜 （ 川 西 ）︻ 山 口 間 税 会 会 長 賞 ︼吉 本 柚 帆 （ 小 郡 ）

は 、 毎 年 「 中 学 生 の 税 につ い て の 作 文 ・ 書 写 」 を募 集 し て い る 。 ま た 、 全国 間 税 会 総 連 合 会 、 お よび 山 口 間 税 会 で は 「 税 の標 語 」 の 募 集 を 行 っ て いる 。 本 年 度 の 入 賞 者 は 次の 通 り 。  （ 敬 称 略 ）= 作 文 の 部 =︻ 山 口 県 青 色 申 告 会 連 合会 会 長 賞 ︼

財 満 絢 大 （ 山

大 附 属 ）︻ 山 口 税 務 署 長 賞 ︼

村 田

恭 吾 （ 山 大 附 属 ）︻ 山 口 国 税 納 税 貯 蓄 組 合連 合 会 会 長 賞 ︼

片 岡 恵 万

（ 阿 知 須 ）= 書 写 の 部 =︻ 中 国 税 理 士 会 山 口 県 支部 連 合 会 会 長 賞 ︼

原 由 鳥

（ 徳 地 ）︻ 山 口 税 務 署 長 賞 ︼

信 吉

飛 鳥 （ 平 川 ）︻ 山 口 国 税 納 税 貯 蓄 組 合

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


